
 

 

 

＜報告までのフローチャート＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

貴工場又は事業場は、指針の対象とはならないことか

ら、指針に基づいて使用量等を報告する必要はありませ

んが、報告書提出先に電子メールで指針対象物質を取り

扱っていない旨を記載してお送りください。 

なお、その際、今後の見込み等もお知らせ下さい。 

＜例1＞ 対象期間は化学物質の使用はなかったが、令

和５年４月以降は使用している。 

＜例2＞ 物質、工程を変更したため今後も化学物質は

使用しない。 

貴工場又は事業場は、指針の対象とはならないことか

ら、指針に基づいて使用量等を報告する必要はありませ

んが、報告書提出先に電子メールで指針対象物質の取扱

量が年間 100kg に満たない旨を記載してお送りくださ

い。 

なお、その際、今後の見込み等もお知らせ下さい。 

＜例１＞ 化学物質は使用したが 50kg 程度であった。 

＜例２＞ 物質、工程を変更したため今後も使用量は年間

50kg 程度である。 

令和４年４月 1 日から令和５年３月 31 日までを対象期間として、対象化学

物質ごとに、使用量、製造量、保管量、また算出できる場合は、排出量及び移

動量を様式第２号に記載し、報告書の提出先へ提出してください。 

なお、年間取扱量 100kg 以上の対象化学物質のみで結構です。ただし、既に

100kg 未満の対象化学物質も様式にまとめている場合は、そのまま報告いただい

ても差し支えありません。 

 

報告にあたっては、電子メールでの報告をお願いします（県のホームページ

に報告様式（様式第２号）を Excel 形式で掲載しておりますので、ご利用くだ

さい）。（「福島県化学物質適正管理指針」で検索）。 

令和４年４月１日から令和５年３月 31 日までを対象期間として、貴工場又

は事業場において PRTR 法に定める第一種指定化学物質(462 物質）又は指針に

定める管理化学物質(87 物質)のうち、どれか１つでも使用又は製造している。 

質
問
１ 

令和４年４月１日から令和５年３月 31 日までを対象期間として、貴工場又 

は事業場において取扱っている上記のどれか１つの化学物質の取扱量合計が、

年間で 100kg 以上となる。 
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